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研究成果の概要 

本研究は、非線形光学過程が進行する過程で、この位相関係（Δϕ𝑎𝑏, ...）を、任意の相互作用長

において任意の値に操作するという自由度を組みこんだ時に、非線形光学過程にどのような新し

い可能性が生まれるかについて探求することを骨子としている。報告者はこれまで、パラ水素を媒

質としたラマン共鳴 4波混合過程において、発生する多数の周波数の光のうちの 1つを選択して

高効率に発生、すべての周波数の光を均等に発生、といった非線形光学過程の多様な形態への

操作が可能であることを示してきた[1]。新しい非線形光学過程の操作手法の原理検証に成功した

ものの、光の発生効率は 50%以下と理論で予想される 80-90%に比べて低いものであった。 

  このような理論とのずれは、十分な位相位相探索がなされていない、ポンプレーザーのビーム

品質の低下などが考えられる。昨年度までは、遺伝的アルゴリズムを用いた効率的な位相探索シ

ステムの開発、ビーム品質の改良を行ってきた。今年度は、これらの改善によって、より高い発生効

率で特定モードを発生することを目指した。その結果、-1次の発生効率が 52.4%から 73.5％に改

善した。 

  また、真空紫外レーザーの発生についても並行して進めており、発生した真空紫外レーザーの

発生効率を評価した。150nmの波長において、発生効率は 0.68％であった。この結果は媒質中の

位相操作を全く行っていない条件での結果であり、今後、位相操作を行うことでさらに高い発生効

率を目指す。 
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